
令和元年８月 SSH 活動記録 

 

SSH 生徒研究発表大会（2019.8.6.火） 

 

 

写真１：大会での発表の様子 

 

第 21回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表会 山口大会（2019.8.19-20.月-火） 

 

 

写真２：大会での発表の様子 

 8 月 6 日に神戸国際展示場で SSH 生徒研究発表が神

戸国際展示場で開催され、本校の生物部が参加しまし

た。今回は、「沖縄県産植物に含まれる紫外線吸収物質

の探索およびその生成と紫外線の関係」という研究を

発表しました。この研究は約 5年間継続・発展してき

た研究で、沖縄県産のベニイモの皮から紫外線吸収物

質を発見したことを機に始まりました。今回発表した

内容は、ベニイモ以外にも紫外線吸収物質を持つ植物

がいないか探索したもので、オオバギという明るい場

所に生える普通種から紫外線吸収物質を見出しまし

た。この研究は後輩たちに引き継がれ、どんどん発展

しているところです。考えていることを論理立てて相

手に伝えることは難しく、生徒たちも四苦八苦してい

ましたが、この経験が刺激となり、学校でも探究の雰

囲気を盛り上げてくれることを期待しています。 

8月 19日から 20日に山口健康づくりセンターで第 21回

中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表会 山口

大会が開催され、本校から生物と地学の 2 チームが参加し

ました。生物分野では「知花城跡における植生の現状と遷

移」で口頭発表を、地学分野では「球陽高校周辺の湧水の水

質と地質との関係性」でポスター発表を行いました。どち

らも身近な自然を題材にした研究です。ギリギリまで入念

な発表準備を行って、当日を迎えました。 

当日は、どちらのチームも物怖じせず積極的に発表を行

い、聴衆との議論を通して科学的な思考力や表現力を養う

ことができたと思います。また、サイエンスを通して多く

の友人をつくり、交友の輪を広げていました。今回参加し

た生徒たちは全員 3 年生なので、今回の発表で最後の発表

となります。卒業後は、沖縄のサイエンス界を牽引する人

材になっていくことを期待しています。 



SDGs 職員研修会（2019.8.23.金） 

 

 
写真３：研修会の様子 

 

SSH 数学科教員沖縄研修会（2019.8.28.水） 

 

 
写真４：研修会の様子 

 

8 月 23 日に琉球大学大学院教育学研究科の杉尾幸

司教授を招いて、本校視聴覚室で SDGs研修会「国連

の開発目標とコンピテンシーに基づく教育改革」を

行いました。国際探究Ⅰでキーワードとして挙げて

いる SDGsがどのような性質のもので、なぜコンピテ

ンシーの育成が求められているのかなど、幅広く今

とこれからの教育界についてご講演頂きました。 

今年度の国際英語科で実施している「国際探究Ⅰ」

という探究活動の中では、SDGs を探究の手がかりに

して、探究を進めているグループもあります。そし

て、教育界全体では、SDGsにかかる ESD（持続可能な

開発のための教育）が求められており、持続可能な社

会づくりの担い手を育む教育が求められています。

今後の国際探究のなかでは SDGsの視点をどうやって

取り入れながら探究を進めていくかが研究開発のポ

イントになってきそうです。 

8 月 28 日に筑波大学附属駒場高校の数学担当の先

生方を招いて、数学科教員研修会を行いました。この

企画は、昨年度駒場高校に視察に行ったことがきっ

かけで、本校数学科の職員が中心になって企画運営

したものです。この企画は、本校職員だけでなく、沖

縄県内の数学担当教員も招いて開催しました。普段

の数学の中にどうやって、探究的な視点を取り入れ

ていくか、駒場高校の先生方が提案する教材をもと

に多くの先生方で考えていきました。また、その教材

を用いて本校理数科２年生と中学生にも特別授業を

していただき、実際に生徒たちがどのように考え・学

んでいくのかを見取り、より有意義な教材研究を行

なうことができました。参加した生徒からは、「積分

を使わずにグラフの足し引きだけで積分と同じよう

なことができることが面白かった」など、普段とは違

う視点で数学を楽しむことができたようでした。 


